
投票番号
１ あんずとはなの子育てサロン

� 沼津市に気軽に助産師に相談でき、子供の成長を分かち合う場所づくり
� 駅に近い場所で沼津市内の2つの助産院が連携、共同運営
� 様々なイベント開催【ベビーマッサージ・リトミック・ヨガ・いのちの教室】
� 地域の新たなチャレンジ講師の公募【子育て中でも自分の特技をいかしたい！】

事業の
ねらい

� 子育て中の方が集い・交流できるため、育児の孤立化を防ぎ、子育てしやすい街へ
� 助産師に相談しやすい環境づくり
� 市の産後ケア事業の普及・促進
� 駅に近い場所でサロンを運営し、駅周辺に子どもと一緒に気軽に外出できる。



第２号様式 

事 業 計 画 書 

 

事 業 名 あんずとはなの子育てサロン 

実 施 場 所 静岡県沼津市本郷町 13－16 yadorigi  

実 施 予 定 期 間 

※イベントや研修会等の当日だけでなく、準備期間・実績の取りまとめ期間等も含めて記載して

ください。 

  2026 年  4 月  13 日  ～  2027 年 3 月  31 日 

 

◎事業概要 

※事業の概要を 100～200 字で簡潔に記載してください（事業の紹介などで使用します）。 

気軽に助産師に会える、相談できる場所づくりのため、沼津市内で助産院にて子育てサロンを

実施していく。  

こんなことで相談してもいいのかな？と考えてしまいなかなか育児や自分のからだに対する相

談ができない方が多い。そこで、様々なイベントを開催することで参加しやすい環境を整え、

イベント後にお茶の時間をとりつつ助産師・参加者で相談や雑談をしやすい場をつくっていき

たいと考える。また、駅に近い場で子育てサロンを行うことで沼津駅周辺に子育て中の親子が

安心して集い、交流や相談ができる場をつくることで、子連れでのまちなか利用への心理的ハ

ードルを下げることへ繋がる。 

 

◎目的 

※事業を行うきっかけ（地域の問題点や課題、社会背景など）と、その解決のために何をするのかを記載してください。 

産後ケアの利用者から、助産師に育児の相談が出来ると安心するから定期的に助産師に会え

る場があると助かるが、育児や授乳の相談をしたくてもお金もかかるし敷居が高いため気軽に

相談できないイメージがあると言われたことがある。  

沼津市に助産師と気軽に会って相談をしたり児の成長を共に分かち合う場があれば、孤独感

の軽減に繋がったり育児をさらに楽しく前向きに行っていけるようになるのではないかと考え

た。また、参加者同士でも交流しやすいよう、各種イベントやお茶の時間を通じて話しやすい

環境を整えていく。  

そして、様々なイベント（ベビーマッサージ・リトミック・ヨガ・いのちの授業など）を開

催することで、児のケアだけでなく、母親自身のケアにもなりセルフケア行動の向上に繋がり、

産後鬱等の予防にもつながっていくと考えられる。  

前年度本イベントを行った際、育児中の参加者で、自分の特技を活かしたいが行動を起こす

場がないという方が何人かいた。そこで本イベントで活躍の場作りの提供を数回行い、育児中

でもワークショップが開催できるようサポートする。  

また、近年、低年齢から性教育の必要性が周知されているが沼津市で対面・安価に教育を行

う団体が少ない。そこで当サロンにて他の助産師とともに幼児〜小学低学年を対象にした性教

育（いのちの授業）も行い、子育て世代のニーズに応えていきたいと考える。 前年度性教育を

行った際、「とても良かった」「みんなが小さい頃から聞いてほしい」と好評を得ており今年度

も継続していきたいと考える。 

また、産後鬱の予防にもつながる産後ケアの利用を沼津市健康づくり課もすすめているが現

状産後も知らない人が多い。そこで沼津市内の 2 つの助産院が連携・共同運営し、更なる産後

に利用できるサービスの周知もこの事業を通して行っていきたい。 

 沼津市では近年出生率が減少傾向にあり、2023 年の出生数は 881 人（参照：沼津市統計書）

と 10年前に比べて大幅に減少している。また、人口千人あたりの出生率も全国平均を下回る状



況が続いている。（全国平均 5.68 人に対して沼津市 4.41 人）（参照：総務省 国勢調査及び国立

社会保障・人口問題研究所 将来推計人口、総務省 住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び

世帯数）こうした中で、子育て世代が安心して駅周辺に集い交流する場の創出は、まちなかの

賑わいづくりだけではなく、 

子育て環境を整え地域への定住促進にも寄与すると考える。 

 

◎実施内容 

日  程 実施項目・作業項目 

 ※イベントや研修会等の行事日程だけでなく、実施内容(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・

準備・検討会)、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、事業期間すべてにわたる実施

内容を記載してください。 

※ハード部門については、12 月 31 日までに施設整備を終え、その後は施設を活用する計画とし

てください。 

2026/4/13 以降 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026/6/25 予定 

 

 

 

 

 

2026/7 上旬 

 

 

 

 

 

 

 

2026/7/23 予定 

 

 

 

 

 

2026/8 上旬 

 

 

 

 

 

・講師をしたい人(以下チャレンジ講師とする)を SNS 上で募集する。  

 (できれば沼津市在住の方)  

・チャレンジ講師は 9 月・２月の２回分募集する。  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・ベビーマッサージの講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをす

る。  

・作成したチラシを渡し、講師の各教室で配布の協力を依頼する。  

・沼津保健センターにチラシの設置を依頼する。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて６月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(カーペットの購入)  

  

６月子育てサロン(yadorigi)  

・ベビーマッサージ講師によるベビーマッサージ  

・児の体重測定(希望者)  

・助産師、ベビーマッサージ講師とお菓子を食べながら育児相談、雑談  

・参加者へ次回子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・リトミックの講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて７月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(カーペットの準備)  

  

７月子育てサロン(yadorigi)  

・リトミック講師によるベビーマッサージ  

・児の体重測定(希望者)  

・助産師、リトミック講師とお菓子を食べながら育児相談、雑談  

・参加者へ次回 8 月の子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・いのちの授業講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて８月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  



 

 

2026/8/18 予定 

 

 

 

 

 

2026/9 上旬 

 

 

 

 

 

 

 

2026/9/15 予定 

 

 

 

 

 

 

2026/10 上旬 

 

 

 

 

 

 

 

2026/10/22 予定 

 

 

 

 

 

 

2026/11 上旬 

 

 

 

 

 

 

 

2026/11/26 予定 

 

 

 

 

 

 

2026/12 上旬 

 

・物品準備(赤ちゃん人形１体購入・カーペットの持ち込み)  

  

８月子育てサロン(yadorigi)  

・助産師による幼児～低学年対象のいのちの話をする。  

・児の体重測定(乳児のみ希望者)  

・助産師、お菓子を食べながら相談、雑談  

・参加者へ次回９月の子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・チャレンジ講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて９月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(チャレンジ内容による)  

  

９月子育てサロン(yadorigi)  

・チャレンジ講師によるワークショップ  

(児の様子で必要に応じて助産師の託児あり)  

・児の体重測定(希望者のみ乳児対象)  

・助産師、チャレンジ講師とお菓子を食べながら相談、雑談  

・参加者へ次回１０月の子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・ヨガ講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて 10 月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(ヨガマット)  

  

10 月子育てサロン(yadorigi)  

・ヨガ講師による産後ヨガ  

(助産師の託児あり)  

・児の体重測定(希望者のみ乳児対象)  

・助産師、ヨガ講師とお菓子を食べながら相談、雑談  

・参加者へ次回 11月の子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・ベビーマッサージ講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて 11 月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(カーペット)  

  

11 月子育てサロン(yadorigi)  

・ベビーマッサージ講師によるベビーマッサージ  

・児の体重測定(希望者のみ乳児対象)  

・助産師、ベビーマッサージ講師とお菓子を食べながら相談、雑談  

・参加者へ次回 12月の子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・リトミック講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて 12 月の子育てサロンの開催日を告知す



 

 

 

 

 

 

2026/12/24 予定 

 

 

 

 

 

2027/1 上旬 

 

 

 

 

 

 

 

2027/1/21 予定 

 

 

 

 

 

2027/2 上旬 

 

 

 

 

 

 

 

2027/2/16 予定 

 

 

 

 

 

 

2027/3 上旬 

 

 

 

 

 

 

 

2027/3/23 予定 

 

 

 

 

 

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(カーペット)  

  

12 月子育てサロン(yadorigi)  

・リトミック講師による乳幼児を対象としたリトミック  

・児の体重測定(希望者のみ乳児対象)  

・助産師、リトミック講師とお菓子を食べながら相談、雑談  

・参加者へ次回１月の子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・ヨガ講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて 1 月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(ヨガマット)  

  

1 月子育てサロン(yadorigi)  

・ヨガ講師による産後ヨガ (助産師による託児あり)  

・児の体重測定(希望者のみ乳児対象)  

・助産師、ヨガ講師とお菓子を食べながら相談、雑談  

・参加者へ次回 2 月の子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・チャレンジ講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて 2 月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(チャレンジ内容による)  

  

2 月子育てサロン(yadorigi)  

・チャレンジ講師によるワークショップ  

(児の様子で必要に応じて助産師の託児あり)  

・児の体重測定(希望者のみ乳児対象)  

・助産師、チャレンジ講師とお菓子を食べながら相談、雑談  

・参加者へ次回 3 月の子育てサロンの告知を行う。  

  

・子育てサロン開催日に yadorigi で場所を借りる申請を行う。  

・いのちの授業講師と日程確認。イベント内容の打ち合わせをする。  

・SNS(Instagram・公式 LINE)にて 3 月の子育てサロンの開催日を告知す

る。  

・予約を開始する  

・予約人数の確認の上、お菓子の用意をする。(お茶・お茶菓子)  

・物品準備(赤ちゃん人形１体購入・カーペットの持ち込み)  

  

3 月子育てサロン(yadorigi)  

・助産師による幼児～低学年対象のいのちの話をする。  

・児の体重測定(乳児のみ希望者)  

・助産師、お菓子を食べながら相談、雑談  

  

 



◎事業効果 

※事業の実施により、期待される効果を記載してください。 

・気軽に子育てや自身の体調等悩みを助産師に相談しやすくなることによって、不安の軽減に

つながる。  

・参加者同士のつながりもできることによって、情報交換の場やママ友づくりの場となり、産

後の孤独感の軽減につながる。  

・専門職が関わる安心できる場を設けることで、子連れでの外出に対する不安の軽減につなが

り、駅周辺での滞在や回遊に対する心理的ハードルを下げることにつながる。 

成果指標 

※事業効果を客観的に評価できるよう、具

体的な数値等を用いて成果指標を設定し

てください。 

指標の 

検証方法 

※左記指標の検証方法を記載してください。 

・サロン参加人数の増加  

・アンケートで「参加して良かっ

た」という項目が 80%以上にな

る。 

・アンケートで「子どもと一緒に

駅周辺へ出かけることについて

不安が軽減された」という項目

が 50％以上になる。 

・参加者に名簿を記入してもらい、

人数を把握する。  

・アンケートの実施 

（子育てサロン自体の評価と、まち

なかで行うことに対する評価の2種

実施予定） 

 

◎評価の視点に合致していることの説明 ※評価の視点については、募集の手引きを必ず確認して下さい。 

社会的 

必要性 

※まちの活性化や魅力づくりのために有益であり、不特定多数の利益につながる質の高い事業であるか。 

沼津市含め、現代の子育ては核家族化や共働き世帯の増加により、親が孤立

しやすくなっている。孤立感の増強、不安等も産後うつの原因の一つになるた

め、子育てサロンを行うことで、同じ子育て中の親が気軽に集まり交流できる

場となるため、心理的な孤立感を和らげることにつながると考えられる。  
そして、助産師に不安を質問しやすい環境作りを行い、不安の解消をするこ

とで育児に前向きに取り組めると考えられる。  
また、産後ケアも運用している助産院であるため、サポートが必要と考えら

れる母子がいれば本人の承諾を得たのち、行政（産後ケア担当者・地域の担当

保健師）と連携をとり早期からの支援に繋げていくことができると考えられる。

沼津市や周辺地域で育児サポート、産後鬱の予防のために産後ケアを活用する

ことをすすめているが、現状知らない人も多く利用期限を過ぎてしまう人もい

る。本事業を通して産後ケアのことも知ってもらい、必要なサポートを受けて

もらえるよう周知していく必要がある。 
 

地域性 

※地域課題の解決や地域資源の活用につながり、地域住民を巻き込めるか。 

助産院が主体となって行うイベントが沼津市にはないため、開業し地域で働

く助産師に気軽に育児相談できる場がなかった。当団体で子育てサロンを行う

ことで沼津市にも助産師に気軽に会える場づくりになるのではと考えられる。

令和 8 年度より 2 つの沼津市で開業している助産院が協力しサロンを開催する

ことで、マンパワーを強化しより多くの子育て中の方をサポートしていきた

い。  
困ったことがあれば気軽に相談できる、身近な助産師となり、沼津市の子育

てプラットフォームの一つとなり、相談先を増やしてもっと子育てしやすい街

をめざしていく。  



駅に近い場で子育てサロンを行うことで沼津駅周辺に子育て中の親子が安心

して集い、交流や相談ができる場をつくることで、子連れでのまちなか利用へ

の心理的ハードルを下げることへ繋がると考えられる。 

独創性 

※申請者ならではの着眼点や個性が見られ、新規性、チャレンジ性があるか。 

助産師なので、イベントの時に授乳相談や育児の相談がしやすいと考えられ

る。また、各講師を招き様々なイベント（ベビーマッサージ・リトミック・ヨ

ガ・性教育）を実施し、安価で参加しやすい場を作り出したい。  
イベントは、ベビーマッサージ等児へのアプローチ以外にもヨガを計画して

おり母自身が自分の身体や体調について考える機会となりセルフケアの向上に

つながると考えられる。  
いのちの授業（性教育）に関しては、幼児〜小学低学年を対象に対面で実施

予定。近年、性教育の重要さが広がり低年齢より性教育を行っていく必要があ

ると周知されている。沼津市周辺で安価に対面で行っている団体は少ないため、

他の助産師とともに子育てサロンにて授業を行い、沼津市に暮らす子育て世代

のニーズに応えていきたいと考えている。 前年度性教育を実施した際、「みん

な小さい頃から聞いておいてもらいたい」「親からは説明が難しいこともわか

りやすく教えてもらえて良かった」と大変好評であった。 

また、本事業では、全 10回実施予定の子育てサロンのうち 2回を、「チャレ

ンジ講師」によるワークショップとして実施する。  
チャレンジ講師とは、SNS 等を通じて公募し、これから沼津市をはじめ地域で活

動を広げたいと考えている講師や、子育て支援分野での実践経験を積みたい人

材を対象としたものである。  
本取り組みにおいては、  
・会場使用料は主催者側が負担する。  
・講師謝金は発生しないものの、ワークショップ実施に必要な紙類・消耗品等

の材料費は主催者側で準備する。  
とし、講師が金銭的負担なく活動にチャレンジできる環境を整える。  
本事業では、講師謝金が事業費全体に占める割合が高く、運営費用の継続的な

確保が課題となっている。  
そのため本制度を通じて、地域の新たな人材を発掘・育成するとともに、将来

的にはチャレンジ講師の回数を段階的に増やすことで、運営コストを抑えつつ、

持続可能な子育てサロン運営体制の構築を目指す。 
 

実現性 

※資金やスケジュール、法令順守、関係者との調整に問題がなく、予算や効果が適正であるか。 

助産院の傍らの活動となり、yadorigi に助産院として場所を借りる契約が完

了しており実施する場については問題ない。各講師とも日程と時間、活動内容

について問題ないと回答いただいている。ヨガやチャレンジ講師のイベント中、

児が啼泣していれば助産師が託児を行うため、支障なく参加できると考えられ

る。助産師と講師の 3 名体制でサロン進行をすすめていく。  
サロン開催にあたり、SNS にて宣伝を行ったり、マチカツを活用し発刊され

た BirthGift に当院のサロンの宣伝も掲載させていただいており、必要として

いる人へ情報が伝わるようにしていく。 チラシやポスターは前年度、保健セン

ターや市役所、各支援センター（子育て支援センターぽっぽ、せんぼん子育て



支援センターかもめ、丘の上保育園子育て支援センターコスモス、門池地区エ

ンゼルサロン）へ各講師へも協力をお願いし計 200 枚程度配布した。イベント

を行う日程やイベント内容がわかりずらいという声も少数だか意見とし頂戴し

たため、今年度はデザインをデザイナーに委託しよりわかりやすいポスター・

チラシにしていきたいと考えている。SNS を行なっていない方もいるため、HP

も作成し更なる周知を図っていきたい。 
令和 8 年度より、2 つの助産院が連携・共同運営し子育てサロンを運営して

いくため、スタッフが増えより安全に継続しやすくなる予定である。 
 

発展性 

※事業の波及効果が見込まれ、意欲をもって主体的かつ継続的な活動ができ、資金確保への取り組みも

十分か。 

子育てサロンの参加者や SNS から、沼津市で子育て中の親の意見を取り入れ、

来年度以降のイベント内容を決定していく。参加者のニーズを積極的に取り入

れていく。令和 7 年度の参加者の発言からチャレンジ講師を採り入れ、令和 8

年度より導入し評価していく。  
令和 8年度よりみんなの助産院あんずとはなえみ助産院が連携・共同運営し、

サロンをより安全に発展性を高めていけるようにする。複数の助産師が関わる

ことで、利用者にとって安心してアクセスしやすい地域資源としての信頼性を高

め、行政・関係機関との連携も図りやすい体制になると考えられる。 

また、前年度のサロン参加費は 500 円で運営していたが、物価高等の影響も

あり今年度 500 円での運営が難しい。今後も持続可能な子育てサロンの運営を

目指したいため令和 8 年度より参加費を 1000 円とするが、今年度の参加人数を

考慮した上で来年度以降の参加費の調整をしていく。  
 本事業では、講師謝金が事業費全体に占める割合が高く、運営費用の継続的

な確保が課題となっている。  
そのためチャレンジ講師制度を通じて、地域の新たな人材を発掘・育成すると

ともに、将来的にはチャレンジ講師の回数を段階的に増やすことで、運営コス

トを抑えつつ、持続可能な子育てサロン運営体制の構築を目指す。  
 

◎次年度以降の活動予定 

※ソフト部門（ステップアップ型）新規または 2 回目の応募で、助成の継続（最大 3 年まで）を希望する場合は、今後の活

動予定と事業継続のための戦略について記載してください（今回の応募が次年度以降の助成を約束するものではありませ

ん）。 

子育てサロンに参加後、アンケートの記載をしてもらい子育て中の親のニーズや不安を把握

し次年度に活かしていくようにする。  
助成期間内に当サロンの認知度を高め、いずれは参加費のみで運営できるようにしていきた

い。  
令和 8年度の様子をみて、チャレンジ講師の回数を段階に応じて増やし運営コストを抑え持

続可能なサロンの運営をしていけるようにしていきたい。  
 

 

  



◎実績の評価と改善点（継続事業のみ） 

※継続事業については、過去の実績に対する自己評価と実績を踏まえた改善点等について記載してください。 

今年度は子育て中の親子を対象とした子育てサロンを計画通り実施し、参加者のアンケートよ

り「安心して相談できた」「楽しくてリフレッシュできた」「今後もサロンを続けてほしい」と

の声が寄せられ、子育て支援および交流促進という事業目的に沿った成果を得ることができた。 

 一方で、広報が十分に行き届かず定員に満たない回があったことや、当日の運営・事務作業・

託児を担当者１人で行う場面があり負担が大きかった点が課題として挙げられる。来年度は、

チラシ作成や SNS、HP を活用した広報の強化を行うとともに、事務・運営補助体制を整えるこ

とでより多くの親子が参加しやすい環境作りを行っていきたい。また、運営体制の充実により、

参加者対応や内容の質の向上を図り事業効果を高めていきたい。 

 


